
開発事業の計画にあたって② 

－築造した道路を市へ帰属する場合－ 
令和 3 年 4 月作成 

担当 狭山市 道路維持課 

１ 

１ 留意事項 

 築造した道路を市へ帰属したい場合は、道路維持課へ事前相談をしてください。 

 

 市への帰属が可能な道路（以下「帰属道路」という。）は、公道から公道へ接続しているものとします。 

 

 帰属道路は開発事業の規模、形状、予定建築物の用途及び周辺の状況を勘案し、適正な配置

計画としてください。 

 

 帰属道路の配置は、【2‐1 帰属道路標準配置図】を標準とします。 

 

 帰属道路の構造は、【2‐2 帰属道路標準断面図】を標準とします。 

 

 帰属道路の排水施設等については、【2‐3 道路排水施設等の構造基準】を標準とします。 

 

 帰属道路の占用物については、道路法第３２条の許可基準に適合しているか、事前に別途確認

をしてください。  

 

２ 構造図 … ２ページ以降をご確認ください。 

２－１ 帰属道路標準配置図 

２－２ 帰属道路標準断面図 

２－３ 道路排水施設等の構造基準 

２－３－１ Ｌ型側溝敷設工標準構造図 

２－３－２ ⾧尺Ｕ型側溝工（300×300）横断用 

２－３－３ Ｌ型集水桝工標準構造図 

２－３－４ 取付け管標準図 

２－３－５ 取付け管標準断面図 

２－３－６ 浸透井標準構造図 



図１　 帰属道路標準配置図
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２－１　 帰属道路標準配置図
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　 ３　 帰属道路と 接続する 市道と の 交差角は９０° を 標準と す る 。

　 １　 幅員、 隅切り ⾧に つ い て は 、 開発審査課で審査基準を 確認する こ と 。

　 ２　 帰属道路は袋路状（Ｐ字状道路を 含む）で な く 、 公道か ら 公道へ接続さ せる も の と す る こ と 。

　 ４　 帰属道路が同一の公道へ通り 抜け る 計画（コ の 字状道路など ）と なる 場合の配置は、 図２の

　 　 と お り と する 。

　 ５　 帰属道路と 接続する 市道の施工例は図３・ ４の と お り と する 。 そ の 他は別途協議する こ と 。

　 ６　 電柱等（支線・ 支柱も 含む）は道路内へ設置し ない こ と 。

　 ７　 帰属道路の雨水を 処理する た め 、 市道と の 接続部分（隅切り よ り も 内側）に ⾧尺Ｕ型側溝

　 　 （Ｚア ン グ ル 付ボ ル ト 固定グ レ ー チ ン グ 蓋）を 設置する こ と 。

　 ８　 集水桝及び浸透井は、 路面の滞水等が発生し ない よ う に 適宜設置する こ と 。 なお 、 集水桝の

　 　 設置箇所は、 極力、 宅地造成の出入口を 避け る こ と 。

　 ９　 浸透井の深さ に つ い て は 、 地下水位、 レ キ層等を 考慮し 、 有効水深を ３メ ー ト ル 以上と す る

　 　 こ と 。 蓋に つ い て は狭山市型と する こ と 。
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図３　 帰属道路が Ｌ型側溝の あ る 市道と 接続す る 場合

図４　 帰属道路が Ｕ型側溝の あ る 市道と 接続す る 場合
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※排水先は 別途協議
集水桝（鎖付）敷設
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　 １　 幅員、 隅切り ⾧に つ い て は 、 開発審査課で 審査基準を 確認す る こ と 。

　 ２　 Ｌ型側溝を 敷設す る 道路の 幅員は 、 有効幅員確保の た め 開発審査基準＋0. 2メ ー ト ル と す る こ と 。

　 ３　 道路の 縦断勾配は 、 ８％以下と す る こ と 。

4,200

1,650 1,650

再 生 粒 調 砕 石 （ RM－ 40）

再 生 切 込 砕 石 （ RC－ 40）

２ － ２ 　 帰 属 道 路 標 準 断 面 図

Ｌ 型 側 溝

4,000（有効幅員）

４

t = 5cm

t = 15cm

t = 19cm



8
5

100 250 100

450

20
0

450
10

0

1
05

50
55

10

10
0

100 50 300 50 100

10
0

30
0

10
0

50
0

600

600 50

650

10
0

20

L形側溝

再生切込砕石

18N-8-25

450× 105× 600（250E有筋）

２－３－２．⾧尺Ｕ型側溝工（３００×３００）横断用

敷き モ ル タ ル 　 1:3
基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ　 18N
再生切込砕石(RC-40)

39
5

コ ン ク リ ー ト

（RC-40）

敷き モ ル タ ル 1:3

Ｚア ン グ ル付き ボ ル ト 固定
グ レ ー チ ン グ 蓋（T-25）
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２－３－１．Ｌ型側溝敷設工標準構造図
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透水シートで覆う

・蓋については、狭山市マーク入り（JSWAS　G-4）とし、転落防止器具を設置すること。
・T-14の使用区分は、幅員5.5m未満で大型車の通行が少ない車道及び歩道とする。
・T-25の使用区分は、大型車の通行に支障がない範囲として、幅員5.5ｍ以上の車道とする。
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　2-3-6　浸透井標準構造図

　　蓋は浸透井の表示があるものを
　　使用する。

下段から３段以上を透水性の直壁とする。

砂礫層

砂礫層は、一度５０㎝以上掘削し、周囲
を４号単粒砕石で置換する。

計画水深

４号単粒砕石

ｒ ｒ



Ｑ：

Ｃ：

Ⅰ：

Ａ：

Ｑ：

ｃ：

ｒ：

ｈ：

0.40

0.30

0.50

0.80

畑 0.30

こう配のゆるい山地

流出係数については、次の表のとおりです。

舗 装

砂 利 道

路面

細 粒 土

0.95

0.70

0.65

降雨強度(ｍｍ／時)     ５0ｍｍ／時を用いる

間地

粗 粒 土

①　流出係数

　　　砂礫層を利用した浸透井の場合

   計画水深(ｍ)　※計画水深は3m以上とする。

0.25

0.95

ａ）　区域内における計画雨水量を次の式により算出します。

Ｑ＝１／３６０×Ｃ×Ⅰ×Ａ×３，６００

流出係数種 類

最大計画雨水流出量(㎥／時)

流出係数

集水面積(ｈａ)

浸透井の半径(ｍ)

ｂ）　ａ）の算式により求めた計画雨水量が処理できる浸透井は次の式により

　一基あたりの浸透量を求め、必要な浸透井の基数を決定します。

Ｑ　≦　４×ｃ×ｒ×ｈ

最大計画雨水流出量(㎥／時) ・・・ａ）で求めた数値

浸透強度(ｍ／時)　　　１．１ｍ／時を用いる。

田、水面

こう配の急な山地

路肩、のり面など

0.30

硬 岩 0.85

公園、芝生

屋根

軟 岩 0.75
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